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が違う膠芽腫由来の血管内皮細胞が重要な役目を担っていることを、in vitro および in vivo で
明らかにした。VEGF 中和抗体および CXCR7 中和抗体・SDF-1 抑制剤である AMD3100 が膠
芽腫血管新生を抑制した。SDF-1/ CXCR7 は同時に膠芽腫の浸潤にも関与し、その抑制剤によ
り血管新生抑制の耐性機序のひとつである腫瘍浸潤の増強も抑制した。膠芽腫血管新生抑制療
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(1) 臍帯血 EPC の生物学的特性 
(2) EPC の脳腫瘍への関与 









VEGF, CXCR4 の発現が高い。 






















子 , soluble Flt-1(VEGF receptor) と     
図１A EPC injected glioma vasculature 
 
 
図１B Control glioma vasculature 
 





fugene 6 を用いた co-transfection でも、導
















(5) GBMEC の分離培養：膠芽腫 13 例から
腫瘍血管内皮細胞 (GBMEC)を 4 種類分
離培養できた。GBMEC は正常血管内皮
細胞（HUVEC）と比べて SDF-1, CXCR7
の mRNA 発 現 が 高 く 、 CXCR4 、
VEGFR1、VEGFR2 の mRNA 発現が低
かった (図３ )。また、GBMEC は HUVEC
に比べて多くの SDF-1 を分泌した。  












と比較した。GBMEC では SDF-1 に対する
遊走能、管腔形成能が HUVEC に比べて高






図 4A GBMEC tube formation (control) 
 
図 4B CXCR7 antibody inhibition 
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